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岩
佐
光
晴
教
授　

略
歴
・
主
要
業
績　
　
　
　
　
※
二
〇
二
六
年
二
月
一
日
現
在

略　

歴

一
九
五
五
年
七
月
一
〇
日　

福
島
県
福
島
市
生
ま
れ

〇
学
歴

一
九
七
四
年
三
月　

宮
城
県
仙
台
第
一
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
五
年
四
月　

東
北
大
学
文
学
部
入
学

一
九
七
九
年
三
月　

東
北
大
学
文
学
部
卒
業
（
東
洋
日
本
美
術
史
専
攻
）

　

同　
　

年
四
月　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
二
年
の
課
程
入
学
（
美
学
美
術
史
専
攻
）

一
九
八
一
年
三
月　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
二
年
の
課
程
修
了

　

同　
　

年
四
月　

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生
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〇
職
歴

一
九
八
二
年
四
月　

東
北
大
学
文
学
部
助
手

一
九
八
四
年
四
月　

東
京
国
立
博
物
館
学
芸
部
法
隆
寺
宝
物
室
研
究
員

一
九
八
九
年
四
月　

東
京
国
立
博
物
館
学
芸
部
美
術
課
彫
刻
室
研
究
員

一
九
九
一
年
七
月　

東
京
国
立
博
物
館
学
芸
部
美
術
課
主
任
研
究
官

一
九
九
五
年
四
月　

東
京
国
立
博
物
館
資
料
部
資
料
第
三
研
究
室
長

一
九
九
九
年
九
月　

東
京
国
立
博
物
館
学
芸
部
美
術
課
彫
刻
室
長

二
〇
〇
一
年
四
月　

独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館　

東
京
国
立
博
物
館
学
芸
部
美
術
課
彫
刻
室
長

二
〇
〇
三
年
四
月　

独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館　

東
京
国
立
博
物
館
事
業
部
情
報
課
図
書
・
映
像
サ
ー
ビ
ス
室
長

二
〇
〇
五
年
四
月　

独
立
行
政
法
人
国
立
博
物
館　

東
京
国
立
博
物
館
事
業
部
情
報
課
長

二
〇
〇
七
年
四
月　

文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
主
任
文
化
財
調
査
官
（
彫
刻
部
門
）

二
〇
〇
九
年
四
月　

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構　

東
京
国
立
博
物
館
上
席
研
究
員

二
〇
一
〇
年
四
月　

成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）

〇
学
内
委
員
等

学
芸
員
課
程
委
員
会
委
員 

二
〇
一
〇
年
年
度
〜
二
〇
一
三
年
度
、
二
〇
一
五
年
度
〜
二
〇
二
〇
年
度
、 

 

二
〇
二
二
年
度
〜
二
〇
二
五
年
度

成
城
学
び
の
森　

運
営
委
員
会
委
員 

二
〇
一
二
年
一
月
一
日
〜
二
〇
一
三
年
一
二
月
三
一
日
、
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二
〇
二
〇
年
一
月
一
日
〜
二
〇
二
一
年
一
二
月
三
一
日

共
通
教
育
運
営
委
員
会
委
員 

二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
日
〜
二
〇
一
三
年
四
月
三
〇
日

文
芸
学
部
芸
術
学
科
主
任 

二
〇
一
三
年
度
、
二
〇
一
七
年
度
、
二
〇
一
八
年
度

文
学
研
究
科
美
学･

美
術
史
専
攻
主
任 

二
〇
一
五
年
度
、
二
〇
一
六
年
度

研
究
戦
略
委
員
会
委
員 

二
〇
一
三
年
度

教
務
委
員
会
委
員 

二
〇
一
五
年
四
月
一
日
〜
二
〇
一
六
年
度
四
月
三
〇
日

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員
会
委
員 

二
〇
一
五
年
四
月
一
日
〜
二
〇
一
七
年
四
月
三
〇
日

民
俗
学
研
究
所
所
員 

二
〇
一
八
年
六
月
一
日
〜
現
在

民
俗
学
研
究
所
運
営
委
員
会
委
員 
二
〇
二
二
年
四
月
一
日
〜
二
〇
二
五
年
五
月
三
一
日

全
学
自
己
点
検･

評
価
委
員
会
委
員 
二
〇
一
九
年
度
、
二
〇
二
〇
年
度

大
学
評
議
会
評
議
員 

二
〇
二
二
年
一
一
月
一
日
〜
二
〇
二
四
年
一
〇
月
三
一
日

共
通
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長 

二
〇
二
三
年
度
、
二
〇
二
四
年
度

〇
学
外
委
員
等

群
馬
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
二
〇
一
二
年
〜
現
在

静
岡
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
〇
一
三
年
〜
二
〇
二
三
年

登
録
美
術
品
調
査
研
究
協
力
者
会
議
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
〇
一
三
年
、
二
〇
一
五
年
〜
二
〇
一
八
年

文
化
審
議
会
文
化
財
分
科
会　

第
一
専
門
調
査
会
委
員　
　
　
　
　

 

二
〇
一
六
年
〜
現
在
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埼
玉
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
〇
一
六
年
〜
現
在

石
川
武
美
記
念
図
書
館
理
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
〇
一
七
年
〜
現
在

東
京
都
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
〇
一
八
年
〜
現
在

三
菱
財
団
文
化
財
保
存
修
復
事
業
助
成
選
考
委
員　
　
　
　
　
　
　

 

二
〇
一
八
年
一
〇
月
〜
二
〇
二
五
年
九
月

長
野
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
〇
二
〇
年
〜
現
在

か
ん
な
み
仏
の
里
美
術
館
運
営
審
議
会
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
〇
二
〇
年
〜
現
在

國
華
賞
選
衡
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
〇
二
一
年
〜
現
在

「
紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
文
化
財
維
持
・
修
理
事
業
助
成
選
考
委
員　

二
〇
二
二
年
〜
現
在

出
光
美
術
館
助
成
事
業
選
考
委
員
会
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
〇
二
五
年
〜
現
在

〇
非
常
勤
講
師

明
治
学
院
大
学
文
学
部　
　
　
　
　
　
　
　

一
九
九
六
年
度
全
期

東
京
大
学
文
学
部
・
人
文
社
会
系
研
究
科　

二
〇
一
一
年
度
前
期
、
二
〇
一
二
年
度
前
期
、
二
〇
一
三
年
度
後
期
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
五
年
度
前
期
、
二
〇
一
六
年
度
前
期
、
二
〇
一
七
年
度
前
期
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
八
年
度
後
期
、
二
〇
一
九
年
度
後
期
、
二
〇
二
〇
年
度
後
期

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科　
　
　
　

二
〇
一
三
年
度
全
期

学
習
院
大
学
文
学
部　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
一
八
年
度
全
期
、
二
〇
一
九
年
度
全
期

お
茶
の
水
女
子
大
学
文
教
育
学
部　
　
　
　

二
〇
一
九
年
度
前
期
、
二
〇
二
〇
年
度
前
期
、
二
〇
二
三
年
度
前
期
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主
要
業
績

〇
著
書

『
中
尊
寺
と
毛
越
寺
』（
日
本
の
古
寺
美
術
一
九
）（
共
著
）　

保
育
社 

一
九
八
九
年
一
一
月

『
平
安
時
代
前
期
の
彫
刻　

一
木
彫
の
展
開
』（『
日
本
の
美
術
』
四
五
七
号
）　

至
文
堂 

二
〇
〇
四
年
六
月

『
日
本
美
術
全
集
第
2　

飛
鳥
・
奈
良
時
代
Ⅰ　

法
隆
寺
と
奈
良
の
寺
院
』（
共
著
）
小
学
館 

二
〇
一
二
年
一
二
月

『
牛
伏
寺
誌　

歴
史
編
』（
共
著
）　

牛
伏
寺
誌
刊
行
会 

二
〇
一
三
年
一
二
月

『
仏
像
の
樹
種
か
ら
考
え
る
古
代
一
木
彫
像
の
謎
』（
共
著
）　

東
京
美
術 

二
〇
一
五
年
一
二
月

『
瑞
巌
寺
五
大
堂　

五
大
明
王
像
』（
共
著
）　

瑞
巌
寺 

二
〇
一
八
年
三
月

『
館
林
市
史　

特
別
編
第
七
巻　

館
林
の
文
化
と
芸
術
』（
共
著
） 

二
〇
二
一
年
一
一
月

平
成
三
十
年
度
〜
令
和
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
に
関
す
る
調
査
研
究
』（
共
著
） 

二
〇
二
二
年
七
月

『
西
多
摩
郡
彫
刻
調
査
報
告
書
―
小
河
内
神
社
所
蔵
の
木
彫
像
―
』（
共
著
）
東
京
都
教
育
委
員
会 

二
〇
二
五
年
三
月

『
浜
松
市
美
術
館 

館
蔵
品
図
録
Ⅰ 

中
国
の
金
銅
仏
』（
監
修
）
浜
松
市 

二
〇
二
五
年
一
一
月

〇
論
文

「
六
波
羅
蜜
寺
地
蔵
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
」　
『
美
術
史
学
』　

六
号 

一
九
八
四
年
三
月
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「
中
尊
寺
金
色
堂
内
左
右
壇
の
寺
伝
錯
誤
問
題
に
つ
い
て
」　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
五
八
号 

一
九
八
九
年
五
月

「
野
中
寺
弥
勒
菩
薩
半
跏
像
に
つ
い
て
」　
『
東
京
国
立
博
物
館
紀
要
』　

二
七
号 

一
九
九
二
年
三
月

「
中
尊
寺
金
色
堂
壇
上
諸
仏
の
移
動
問
題
に
つ
い
て
」　　
『
日
本
美
術
史
の
水
脈
』　

ぺ
り
か
ん
社 

一
九
九
三
年
八
月

「
観
心
寺
観
音
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
」　　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
三
一
・
五
三
二
号 

一
九
九
五
年
六
・
七
月

「
日
石
寺
磨
崖
仏
」　
『
國
華
』
一
二
一
六
号 

一
九
九
七
年
二
月

「
日
本
古
代
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
―
七
・
八
世
紀
を
中
心
に
―
」（
共
著
）　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
五
五
号

 

一
九
九
八
年
八
月

「
伝
橘
夫
人
念
持
仏
の
造
像
背
景
」　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
六
五
号 

二
〇
〇
〇
年
四
月

「
創
建
期
の
平
等
院
」　

東
京
国
立
博
物
館
等
特
別
展
図
録
『
国
宝　

平
等
院
展
』 

二
〇
〇
〇
年
五
月

「
日
本
古
代
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
Ⅱ
―
八
・
九
世
紀
を
中
心
に
―
」（
共
著
）　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｎ
』
五
八
三
号

 

二
〇
〇
三
年
四
月

「
川
端
家
寄
贈
の
毘
沙
門
天
立
像
」　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
五
九
二
号 

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

「
高
峰
顕
日
（
仏
国
国
師
）
坐
像
」　
『
國
華
』
一
三
〇
八
号 

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

「
鑑
真
と
仏
像
」　

東
京
国
立
博
物
館
特
別
展
図
録
『
唐
招
提
寺
展
―
国
宝
鑑
真
和
上
像
と
盧
舎
那
仏
』 

二
〇
〇
五
年
一
月

「
二
〇
〇
四
年
の
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望
―
日
本
古
代
八　

美
術
」　
『
史
学
雑
誌
』
第
一
一
四
編
第
五
号 

二
〇
〇
五
年
五
月

「
真
壁
町
山
口
区
蔵　

虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
」　
『
國
華
』
一
三
二
六
号 

二
〇
〇
六
年
四
月

「
初
期
一
木
彫
の
世
界
」　

東
京
国
立
博
物
館
特
別
展
図
録
『
仏
像　

一
木
に
こ
め
ら
れ
た
祈
り
』 

二
〇
〇
六
年
一
〇
月

「
大
関
観
音
堂
蔵　

木
造
菩
薩
立
像
」　
『
國
華
』
一
三
二
九
号 

二
〇
〇
七
年
五
月
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「
仏
師
稽
文
会
・
稽
主
勲
を
め
ぐ
っ
て
」　
『
日
本
美
術
史
の
杜
』　

竹
林
舎 

二
〇
〇
八
年
九
月

「
木
造
慈
眼
大
師
坐
像
」　
『
國
華
』
一
三
六
七
号 

二
〇
〇
九
年
九
月

「
日
本
古
代
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
Ⅲ
―
八
・
九
世
紀
を
中
心
に
（
補
遺
）―
」（
共
著
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｎ
』
六
二
五
号 

二
〇
一
〇
年
四
月

「
銅
造
観
音
菩
薩
立
像
」　
『
國
華
』
一
三
六
七
号 

二
〇
一
〇
年
四
月

「
善
勝
寺
蔵　

鉄
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」　
『
國
華
』
一
三
九
三
号 

二
〇
一
一
年
一
〇
月

「
桂
木
寺
蔵　

木
造
伝
釈
迦
如
来
坐
像
」　
『
國
華
』
一
四
〇
一
号 

二
〇
一
二
年
七
月

「
止
利
仏
師
に
関
す
る
研
究
史
を
め
ぐ
っ
て
」　
『
美
學
美
術
史
論
集
』
二
〇 

二
〇
一
三
年
三
月

「
延
算
寺
蔵　

木
造
薬
師
如
来
立
像
」　
『
國
華
』
一
四
三
八
号 

二
〇
一
五
年
八
月

「
京
都
・
因
幡
堂
薬
師
如
来
立
像
（
因
幡
薬
師
）
の
造
像
背
景
に
関
す
る
一
考
察
」　
『
美
學
美
術
史
論
集
』
二
一

 

二
〇
一
七
年
三
月

「
櫟
野
寺
諸
像
の
樹
種
（
考
察
編
）」　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｎ
』
六
七
五
号 

二
〇
一
八
年
八
月

「
ク
ス
ノ
キ
製
木
彫
像
を
め
ぐ
っ
て
」　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
六
七
九
号 

二
〇
一
九
年
四
月

「
創
建
期
長
谷
寺
の
十
一
面
観
音
像
に
関
す
る
覚
書
」　
『
美
學
美
術
史
論
集
』
二
二 

二
〇
二
〇
年
三
月

「
日
本
古
代
の
弥
勒
関
係
造
像
に
関
す
る
再
検
討
」　

平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
度
〜
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
度

　

科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
研
究
成
果
報
告
書
『
弥
勒
造
像
史
に
お
け
る
「
間
―
世
界
性
」
表
現
の
系
譜
』

 

二
〇
二
一
年
三
月
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「
遠
州
地
域
へ
の
定
朝
様
式
の
伝
播
を
め
ぐ
っ
て
」

　

浜
松
市
美
術
館
展
覧
会
図
録
『
み
ほ
と
け
の
キ
セ
キ
―
遠
州
・
三
河
の
寺
宝
展
―
』 

二
〇
二
一
年
三
月

「
千
代
田
の
御
仏
た
ち
―
光
恩
寺
と
宝
林
寺
の
仏
像
を
め
ぐ
っ
て
―
」　
『
群
馬
文
化
』
三
四
六
号 

二
〇
二
二
年
八
月

「
ク
ス
ノ
キ
製
木
彫
像
に
関
す
る
回
顧
と
展
望
」

『
ア
ジ
ア
仏
教
美
術
論
集　

東
ア
ジ
ア
Ⅶ　

ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
』　

中
央
公
論
美
術
出
版 

二
〇
二
三
年
一
二
月

「
浜
松
市
美
術
館
企
画
展
「
み
ほ
と
け
の
キ
セ
キ
Ⅱ
―
遠
州
・
三
河
の
し
ら
れ
ざ
る
祈
り
―
」

　

開
催
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
仏
像
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
―
遠
州
地
域
の
仏
教
文
化
圏
―
」」（
共
著
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
静
岡
県
博
物
館
協
会　

研
究
紀
要
』
四
七
号 

二
〇
二
三
年

「
清
水
寺
蔵　

木
造
地
蔵
菩
薩
立
像
」　
『
國
華
』
一
五
四
七
号 

二
〇
二
四
年
九
月

「
林
泉
寺
木
造
正
観
音
菩
薩
坐
像
の
銘
文
に
見
え
る
「
新
福
寺
」
を
め
ぐ
っ
て
」

『
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
集　

木
造
伝
正
観
音
菩
薩
坐
像
修
理
報
告
書
』　

越
谷
市
教
育
委
員
会 

二
〇
二
五
年
三
月

〇
調
査
報
告
書
等
（
著
書
・
論
文
と
し
て
掲
載
し
た
も
の
以
外
）

『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
Ⅴ　

金
銅
仏
1
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
五
年
三
月

『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
Ⅵ　

金
銅
仏
2
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
六
年
三
月

研
究
図
録
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
染
色
1
―
幡
・
褥
―
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
七
年
一
二
月

『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
Ⅶ　

金
銅
仏
3
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
七
年
三
月

『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
Ⅷ　

金
銅
仏
4
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
八
年
三
月
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昭
和
六
十
一
〜
六
十
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合
研
究
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書

『
東
北
地
方
彫
刻
の
基
礎
的
調
査
研
究
』 

一
九
八
八
年
三
月

昭
和
六
十
一
、
六
十
二
、
六
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
総
合
研
究
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書

『
四
十
八
体
仏
の
彫
刻
史
的
・
保
存
科
学
的
調
査
と
そ
の
基
礎
的
研
究
』 

一
九
八
九
年
三
月

『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
Ⅸ　

金
銅
仏
5
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
九
年
三
月

『
法
隆
寺
献
納
宝
物
特
別
調
査
概
報
Ⅹ　

金
銅
仏
6
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
〇
年
三
月

研
究
図
録
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
金
銅
仏
Ⅰ
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
六
年
三
月

平
成
六･

七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
一
般
研
究
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書

『
8･

9
世
紀
木
彫
像
の
構
造
的
理
解
と
解
釈
学
の
構
築
』 

一
九
九
六
年
三
月

平
成
八
・
九
・
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ａ
1
）
研
究
成
果
報
告
書

『
中
尊
寺
を
中
心
と
す
る
奥
州
藤
原
文
化
圏
の
美
術
工
芸
品
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究
』 

一
九
九
九
年
三
月

平
成
十
一
年
度
〜
平
成
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
2
）〕
研
究
成
果
報
告
書

『
法
隆
寺
献
納
宝
物
と
正
倉
院
宝
物
の
源
流
に
関
す
る
調
査
研
究-

韓
国
所
在
の
彫
刻
・
工
芸
作
品
を
中
心
に
』 

二
〇
〇
二
年
三
月

平
成
十
一
年
度
〜
平
成
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
2
））
研
究
成
果
報
告
書

『
日
本
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
に
関
す
る
調
査
研
究
』 

二
〇
〇
三
年
三
月

平
成
十
二
・
十
三
・
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
1
）
研
究
成
果
報
告
書

『
中
尊
寺
を
中
心
と
す
る
奥
州
藤
原
文
化
圏
の
宗
教
彫
像
に
関
す
る
調
査
研
究
』 

二
〇
〇
三
年
三
月
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平
成
十
四
年
度
〜
平
成
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
2
）〕
研
究
成
果
報
告
書

『
法
隆
寺
献
納
宝
物
と
正
倉
院
宝
物
の
源
流
に
関
す
る
調
査
研
究
：
韓
国
所
在
の
彫
刻
・
工
芸
作
品
を
中
心
に
』 

 

二
〇
〇
四
年
三
月

平
成
十
五
・
十
六
・
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書

『
奥
州
仏
教
文
化
圏
に
遺
る
宗
教
彫
像
の
基
礎
的
調
査
研
究
』 

二
〇
〇
六
年
一
二
月

平
成
十
五
年
度
〜
平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
））
研
究
成
果
報
告
書

『
日
本
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
に
関
す
る
調
査
研
究
』 

二
〇
〇
七
年
三
月

平
成
十
八
・
十
九
・
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書

『
東
日
本
に
分
布
す
る
宗
教
彫
像
の
基
礎
的
調
査
研
究
―
古
代
か
ら
中
世
へ
の
変
容
を
軸
に
』 

二
〇
一
〇
年
三
月

平
成
二
十
三
・
二
十
四
・
二
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書

『
生
身
と
霊
験
―
宗
教
的
意
味
を
踏
ま
え
た
仏
像
の
基
礎
的
調
査
研
究
』 

二
〇
一
四
年
一
二
月

平
成
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十
・
三
十
一
・
令
和
元
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書

『
仏
像
の
表
象
機
能
に
関
わ
る
総
合
的
調
査
研
究
―
空
間
・
荘
厳
・
胎
内
に
着
目
し
て
』 

二
〇
二
〇
年
三
月

〇
口
頭
発
表
等

「
奈
良
時
代
の
木
彫
像
」　

森
林
総
合
研
究
所
研
究
会 

一
九
九
八
年
一
二
月
一
七
日

「
日
本
の
仏
像
の
特
質
―
木
彫
像
を
中
心
に
―
」　
『
日
本
美
術　

韓
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』（
韓
国
・
韓
国
国
立
中
央
博
物
館
）

 

二
〇
〇
五
年
一
二
月
八
日
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「
如
意
輪
堂
本
尊
如
意
輪
観
音
菩
薩
坐
像
を
め
ぐ
っ
て
」　

牛
伏
寺
調
査
報
告
会 

二
〇
一
二
年
七
月
一
四
日

「
平
安
時
代
初
期
一
木
彫
像
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」　

あ
た
ら
し
い
古
代
史
の
会
例
会 

二
〇
一
三
年
一
月
二
六
日

「
日
本
彫
刻
史
研
究
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
同
定
の
意
義
―
一
木
彫
像
成
立
の
問
題
を
中
心
に
―
」

　

成
城
学
園
創
設
一
〇
〇
周
年
記
念
事
業
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

二
〇
一
五
年
五
月
一
六
日

「
飛
鳥
時
代
の
木
彫
像
に
関
す
る
一
視
点
」　

成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
・
所
員
研
究
例
会 

二
〇
一
九
年
七
月
四
日

「
駿
河
地
域
か
ら
見
た
遠
州
地
域
の
仏
像
」　

浜
松
市
美
術
館
特
別
展
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

二
〇
二
三
年
一
一
月
一
二
日

〇
作
品
・
項
目
解
説
等
（
全
集
・
辞
典
等
）

『
み
ち
の
く
伝
統
文
化
1　

古
美
術
編
』　

小
学
館 

一
九
八
五
年
一
〇
月

『
東
京
国
立
博
物
館
名
品
図
録
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
六
年
三
月

『
日
本
の
美
術
館
一　

東
北
／
北
海
道
』　

ぎ
ょ
う
せ
い 

一
九
八
七
年
二
月

『
日
本
の
美
術
館
三　

東
京
Ⅰ
』　

ぎ
ょ
う
せ
い 

一
九
八
七
年
八
月

『
図
説
日
本
仏
教
の
世
界
①　

古
墳
か
ら
テ
ラ
へ　

仏
教
が
き
た
こ
ろ
』　

集
英
社 

一
九
八
九
年
二
月

日
本
美
術
全
集
第
四
巻
『
東
大
寺
と
平
城
京
』　

講
談
社 

一
九
九
〇
年
五
月

東
京
国
立
博
物
館
鑑
賞
シ
リ
ー
ズ
三
『
日
本
の
彫
刻
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
〇
年
五
月

日
本
美
術
全
集
第
二
巻
『
法
隆
寺
か
ら
薬
師
寺
へ
』　

講
談
社 

一
九
九
〇
年
一
〇
月

『
新
潮
日
本
人
名
辞
典
』　

新
潮
社 

一
九
九
一
年
三
月

日
本
美
術
全
集
第
一
一
巻
『
禅
宗
寺
院
と
庭
園
』　

講
談
社 

一
九
九
三
年
一
〇
月
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日
本
美
術
全
集
第
六
巻
『
平
等
院
と
定
朝
』　

講
談
社 

一
九
九
四
年
一
〇
月

東
京
国
立
博
物
館
ガ
イ
ド
﹇
本
館
篇
﹈『
一
歩
近
づ
い
て
み
る
日
本
の
美
術
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
五
年
三
月

『
日
本
史
広
辞
典
』　

山
川
出
版
社 

一
九
九
七
年
一
〇
月

『
日
本
美
術
館
』　

小
学
館 

一
九
九
七
年
一
一
月

『
週
刊
朝
日
百
科
・
国
宝
』
四
三
号　

朝
日
新
聞
社 

一
九
九
七
年
一
二
月

『
週
刊
朝
日
百
科
・
国
宝
』
五
六
号　

朝
日
新
聞
社 

一
九
九
八
年
三
月

『
週
刊
朝
日
百
科
・
国
宝
』
五
八
号　

朝
日
新
聞
社 

一
九
九
八
年
四
月

『
法
隆
寺
』　

法
隆
寺 

一
九
九
八
年
一
〇
月

『
平
等
院　

雲
中
供
養
菩
薩
』　

平
等
院 

二
〇
〇
〇
年
五
月

『
芸
術
新
潮
』
六
八
〇
号
（
韓
国　

未
知
の
美
と
出
会
う
旅
）　

新
潮
社 

二
〇
〇
六
年
八
月

『
芸
術
新
潮
』
六
八
三
号
（
愛
蔵
版
大
特
集　

日
本
の
仏
像
誕
生
！
）　

新
潮
社 

二
〇
〇
六
年
一
一
月

『
週
刊
仏
教
新
発
見　

唐
招
提
寺
』　

朝
日
新
聞
社 

二
〇
〇
七
年
七
月

『
日
本
美
術
史
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』　

新
書
館 

二
〇
〇
九
年
三
月

『
週
刊
朝
日
百
科
・
国
宝
の
美
』
一
三
号　

朝
日
新
聞
社 

二
〇
〇
九
年
一
一
月

『
一
個
人
』
一
四
九
号
（
保
存
版
特
集
仏
像
の
謎
一
〇
〇
）　

Ｋ
Ｋ
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ 

二
〇
一
二
年
一
一
月

『
サ
ラ
イ
』
五
六
一
号
（
大
特
集　

法
隆
寺　

サ
ラ
イ
は
こ
う
歩
く
）　

小
学
館 

二
〇
一
三
年
一
一
月

『
神
像
彫
刻
重
要
資
料
集
成
』
第
一
巻　

国
書
刊
行
会 

二
〇
二
一
年
一
〇
月

『
サ
ラ
イ
』
六
七
八
号
（
大
特
集　

古
寺
巡
礼
）　

小
学
館 

二
〇
二
一
年
一
一
月
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〇
作
品
・
項
目
解
説
等
（
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
等
）

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
比
叡
山
と
天
台
の
美
術
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
六
年
三
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
日
本
美
術
名
宝
展
』　

文
化
庁
・
東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
六
年
九
月

特
別
展
図
録
『
日
本
美
術
名
宝
展
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
七
年
三
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
金
銅
仏
―
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
―
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
七
年
三
月

特
別
展
図
録
『
金
銅
仏
―
中
国
・
朝
鮮
・
日
本
―
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
八
年
三
月

巡
回
展
カ
タ
ロ
グ
『
日
本
の
美
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
八
年
九
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『SH

IN
G

O
N

』　M
useum

 Fur O
stasiatische K

unst der Stadt K
oln 

一
九
八
八
年
九
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
百
済
観
音
』　

東
京
国
立
博
物
館
・
法
隆
寺 

一
九
八
八
年
一
一
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
仁
和
寺
の
名
宝
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
九
年
一
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
室
町
時
代
の
美
術
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
八
九
年
一
〇
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
日
本
国
宝
展
』　

文
化
庁
・
東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
〇
年
四
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
三
井
寺
秘
宝
展
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
〇
年
四
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
日
本
美
術
名
品
展
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
〇
年
一
〇
月

巡
回
展
カ
タ
ロ
グ
『
桃
山
・
江
戸
時
代
の
美
術
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
〇
年
一
〇
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
奈
良
西
大
寺
展
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
一
年
七
月

特
別
展
図
録
『
室
町
時
代
の
美
術
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
二
年
六
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
日
本
と
東
洋
の
美
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
二
年
一
〇
月
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巡
回
展
カ
タ
ロ
グ
『
日
本
の
美
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
二
年
一
二
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
大
和
古
寺
の
仏
た
ち
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
三
年
四
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
や
ま
と
絵
―
雅
の
系
譜
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
三
年
一
〇
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
国
宝
法
隆
寺
展
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
四
年
三
月

巡
回
展
カ
タ
ロ
グ
『
日
本
と
東
洋
の
美
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
四
年
九
月

巡
回
展
カ
タ
ロ
グ
『
美
の
世
界
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
五
年
一
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
法
隆
寺
献
納
宝
物
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
六
年
一
〇
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
興
福
寺
国
宝
展
』　

東
京
国
立
博
物
館 

 

一
九
九
七
年
一
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『E

N
LIG

H
T

E
N

M
E

N
T　

E
N

B
O

D
IE

D
O

』　Japan Society,  Inc., N
ew

 York 

一
九
九
七
年
五
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
金
と
銀　

か
が
や
き
の
日
本
美
術
』　

東
京
国
立
博
物
館 

一
九
九
九
年
一
〇
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
日
本
国
宝
展
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
〇
年
三
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
国
宝　

平
等
院
展
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
〇
年
五
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
国
宝
醍
醐
寺
展　

山
か
ら
お
り
た
本
尊
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
一
年
四
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
天
神
さ
ま
の
美
術
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
一
年
七
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
美
術
の
中
の
こ
ど
も
た
ち
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
一
年
一
〇
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
時
を
超
え
て
語
る
も
の　

史
料
と
美
術
の
名
宝
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
一
年
一
二
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
韓
国
の
名
宝
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
二
年
六
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
大
日
蓮
展
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
三
年
一
月
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特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
西
本
願
寺
展
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
三
年
三
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
鎌
倉　

禅
の
源
流
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
三
年
六
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
と
東
西
文
明
の
交
流
展
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
三
年
八
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
空
海
と
高
野
山
』 

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
四
年
一
〇
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
唐
招
提
寺
展
―
国
宝
鑑
真
和
上
像
と
盧
舎
那
仏
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
五
年
一
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
龍
子
を
魅
了
し
た
仏
た
ち
』　

大
田
区
立
龍
子
記
念
館 

二
〇
〇
五
年
四
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
最
澄
と
天
台
の
美
術
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
六
年
三
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
仏
像　

一
木
に
こ
め
ら
れ
た
祈
り
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
〇
六
年
一
〇
月

特
別
展
カ
タ
ロ
グ
『
奈
良
の
古
寺
と
仏
像
―
會
津
八
一
の
う
た
に
の
せ
て
―
』　

三
井
記
念
美
術
館 

二
〇
一
〇
年
七
月

『
雅
Ⅶ　

王
朝
の
美
』　

瀬
津
雅
陶
堂 

二
〇
一
五
年
一
〇
月

『
雅
Ⅸ
・
南
都
』　

瀬
津
雅
陶
堂 

二
〇
一
七
年
一
〇
月

〇
作
品
解
説
（
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
等
）

「
遍
照
院　

如
来
坐
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
四
九
七
号 

一
九
八
七
年
四
月

「
法
隆
寺
・
観
音
菩
薩
立
像
二
軀
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
四
九
九
号 

一
九
八
八
年
一
二
月

「
仁
和
寺
・
阿
弥
陀
三
尊
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
〇
一
号 

一
九
八
九
年
二
月

「
中
宮
寺
・
文
殊
菩
薩
立
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
〇
五
号 

一
九
八
九
年
六
月

「
薬
師
寺
・
聖
観
音
菩
薩
立
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
〇
七
号 

一
九
八
九
年
八
月
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「
仁
和
寺
・
増
長
天
立
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
一
一
号 

一
九
八
九
年
一
二
月

「
大
関
観
音
堂
・
観
音
菩
薩
立
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
一
三
号 

一
九
九
〇
年
二
月

「
法
隆
寺
・
地
蔵
菩
薩
立
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
一
五
号 

一
九
九
〇
年
四
月

「
三
井
寺
・
智
証
大
師
坐
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
一
九
号 

一
九
九
〇
年
八
月

「
大
門
寺
・
四
天
王
立
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
二
六
号 

一
九
九
一
年
三
月

「
神
護
寺
・
愛
染
明
王
坐
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
三
八
号 

一
九
九
二
年
三
月

「
東
京
国
立
博
物
館
・
文
殊
五
尊
像
（
康
円
作
）」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
四
五
号 

一
九
九
二
年
一
〇
月

「
東
京
国
立
博
物
館
・
銅
人
形
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
四
六
号 

一
九
九
二
年
一
一
月

「
松
蔭
寺
・
如
来
坐
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
五
七
号 

一
九
九
三
年
一
〇
月

「
法
隆
寺
・
吉
祥
天
立
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
六
四
号 

一
九
九
四
年
五
月

「
法
隆
寺
・
観
音
菩
薩
立
像
（
夢
違
観
音
）」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
六
五
号 

一
九
九
四
年
六
月

「
東
京
国
立
博
物
館
・
キ
リ
シ
タ
ン
関
係
遺
物
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
六
六
号 

一
九
九
四
年
七
月

「
薬
師
寺
・
八
幡
三
神
坐
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
七
二
号 

一
九
九
五
年
一
月

「
菩
薩
半
跏
像
（
Ｎ
1
5
5
）」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
九
四
号 

一
九
九
六
年
一
一
月

「
興
福
寺
・
薬
師
如
来
坐
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
九
七
号 

一
九
九
七
年
二
月

「
室
生
寺
・
弥
勒
菩
薩
立
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
六
二
四
号 

一
九
九
九
年
五
月

「
老
猿　

高
村
光
雲
作
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
六
三
四
号 

二
〇
〇
〇
年
三
月

「
勝
常
寺
・
薬
師
如
来
お
よ
び
両
脇
侍
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
六
三
五
号 

二
〇
〇
〇
年
四
月
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「
浄
瑠
璃
寺
・
四
天
王
立
像　

広
目
天
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
六
四
一
号 

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月

「
高
幡
不
動
尊
金
剛
寺　

不
動
明
王
・
二
童
子
像
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
六
四
六
号 

二
〇
〇
一
年
三
月

〇
作
品
解
説
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）

「
丙
寅
銘
弥
勒
菩
薩
半
跏
像
」　

東
京
国
立
博
物
館
列
品
解
説 

一
九
八
五
年
一
月
一
七
日

「
大
関
観
音
堂
の
観
音
菩
薩
立
像
」　

東
京
国
立
博
物
館
列
品
解
説 

一
九
九
〇
年
七
月
三
日

「
法
隆
寺
献
納
宝
物
・
伎
楽
面
」　

東
京
国
立
博
物
館
列
品
解
説 

一
九
九
一
年
六
月
六
日

「
観
心
寺
観
音
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
」　

東
京
国
立
博
物
館
列
品
解
説 

一
九
九
五
年
一
一
月
二
一
日

「
那
智
山
経
塚
出
土
の
金
銅
仏
」　

東
京
国
立
博
物
館
列
品
解
説 

二
〇
〇
〇
年
一
月
一
八
日

「
高
幡
不
動
尊
金
剛
寺
の
不
動
明
王
・
二
童
子
像
に
つ
い
て
」　

東
京
国
立
博
物
館
列
品
解
説 

二
〇
〇
一
年
一
月
二
三
日

「
檀
像
と
一
木
彫
」　

東
京
国
立
博
物
館
列
品
解
説 

二
〇
〇
一
年
一
一
月
六
日

「
赤
穴
八
幡
宮
の
八
幡
三
神
像
」　

東
京
国
立
博
物
館
列
品
解
説 

二
〇
〇
三
年
一
月
二
四
日

「
龍
子
を
魅
了
し
た
仏
た
ち
」　

大
田
区
立
龍
子
記
念
館 

二
〇
〇
五
年
四
月
二
九
日

「
秋
篠
寺
の
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
」　

東
京
国
立
博
物
館
列
品
解
説 

二
〇
一
〇
年
一
月
一
九
日

〇
講
演
会

「
日
本
彫
刻
史
」　

仙
台
市
教
育
委
員
会 

一
九
八
二
年
三
月
五
日

「
法
隆
寺
宝
物
館
に
つ
い
て
」　

豊
島
区
教
育
委
員
会 

一
九
八
七
年
一
二
月
三
日
・
一
〇
日
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「
止
利
仏
師
に
つ
い
て
」　

台
東
区
教
育
委
員
会 

一
九
八
九
年
五
月
一
〇
日

「
仏
像
そ
の
心
と
形
」　

品
川
区
勤
労
福
祉
会
館 

一
九
八
七
年
五
月
一
七
日
〜
六
月
一
四
日

「
法
隆
寺
の
宝
物
」（「
国
宝
法
隆
寺
展
」
関
連
講
演
会
）　

江
戸
川
区
教
育
委
員
会 

一
九
九
四
年
三
月
一
四
日

「
法
隆
寺
の
宝
物
」（「
国
宝
法
隆
寺
展
」
関
連
講
演
会
）　

太
田
区
教
育
委
員
会 

一
九
九
四
年
三
月
二
三
日

「
日
本
彫
刻
史
」　

千
葉
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

一
九
九
四
年
九
月
六
日
〜
一
三
日

「
仏
像
の
衣
文
表
現
」　

東
京
国
立
博
物
館
月
例
講
演
会 

一
九
九
五
年
九
月
九
日

「
献
納
宝
物
の
金
銅
仏
―
四
十
八
体
仏
―
」　

東
京
国
立
博
物
館
夏
期
講
座 

一
九
九
六
年
七
月
二
五
日

「
法
隆
寺
・
阿
弥
陀
三
尊
像
（
伝
橘
夫
人
念
持
仏
像
）
に
つ
い
て
」　

文
京
区
教
育
委
員
会 

一
九
九
八
年
一
〇
月
七
日

「
雲
中
供
養
菩
薩
の
世
界
」　

東
京
国
立
博
物
館
特
別
展
記
念
講
演
会 

二
〇
〇
〇
年
六
月
二
四
日

「
平
等
院
と
奥
州
藤
原
氏
の
文
化
」　

仙
台
市
博
物
館
特
別
展
記
念
講
演
会 

二
〇
〇
〇
年
七
月
二
九
日

「
高
幡
不
動
尊
金
剛
寺
の
不
動
明
王
・
二
童
子
像
を
め
ぐ
っ
て
」　

東
京
国
立
博
物
館
講
演
会 

二
〇
〇
一
年
一
月
二
七
日

「
光
雲
と
《
老
猿
》」　

千
葉
市
美
術
館 

 
 

二
〇
〇
二
年
八
月
三
日

「
奈
良
時
代
の
木
彫
像
」 

歴
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
四
日
市
第
二
四
期
講
座
第
三
回　

四
日
市
市
立
美
術
館

 

二
〇
〇
二
年
九
月
二
八
日

「
三
国
伝
来
の
釈
迦
」　

奈
良
興
福
寺
文
化
講
座 

 

二
〇
〇
三
年
一
月
三
〇
日

「
彫
刻
を
中
心
と
す
る
真
宗
美
術
」（
西
本
願
寺
展
関
連
講
演
会
）　

葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館 

二
〇
〇
三
年
三
月
二
九
日

「
巨
像
の
移
送
と
展
示
に
つ
い
て
―
高
幡
不
動
尊
金
剛
寺
の
不
動
三
尊
像
を
中
心
に
―
」　

東
京
国
立
博
物
館
講
演
会

 

二
〇
〇
三
年
八
月
三
〇
日
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「
高
野
山
の
仏
教
彫
刻
」　

東
京
国
立
博
物
館
特
別
展
記
念
講
演
会 

二
〇
〇
四
年
四
月
二
四
日

「
唐
招
提
寺
の
仏
た
ち
」　

東
京
国
立
博
物
館
特
別
展
記
念
講
演
会 

二
〇
〇
五
年
一
月
一
六
日

「
古
代
東
国
の
造
像
」　

東
京
国
立
博
物
館
テ
ー
マ
別
講
演
会
「
東
国
の
彫
刻
史
」 

二
〇
〇
五
年
六
月
四
日

「
一
木
彫
の
世
紀
」　

東
京
国
立
博
物
館
特
別
展
講
演
会 

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
三
日

「
興
福
寺
の
観
音
菩
薩
」　

奈
良
興
福
寺
文
化
講
座  

二
〇
〇
七
年
一
月
二
〇
日

「
平
成
二
〇
年
新
指
定
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
つ
い
て
」　

東
京
国
立
博
物
館
月
例
講
演
会 

二
〇
〇
八
年
四
月
二
六
日

「
璉
珹
寺
観
音
菩
薩
立
像
を
め
ぐ
っ
て
」　

璉
珹
寺 

二
〇
〇
八
年
五
月
二
四
日

「
璉
珹
寺
の
観
音
菩
薩
立
像
に
つ
い
て
」　

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学 

二
〇
〇
八
年
一
一
月
八
日

「
仏
像
の
魅
力
」　

企
業
経
営
士
会
講
演
会 

二
〇
〇
九
年
一
一
月
一
三
日

「
奈
良
の
仏
像
〔
Ⅲ
〕　

平
安
時
代
」　

三
井
記
念
美
術
館
土
曜
講
座 

二
〇
一
〇
年
八
月
二
八
日

「
平
泉
中
尊
寺
と
平
安
の
仏
た
ち
」　

練
馬
区
立
美
術
館
美
術
講
座 

二
〇
一
一
年
一
〇
月
三
〇
日

「
埼
玉
・
桂
木
寺
伝
釈
迦
如
来
坐
像
を
め
ぐ
っ
て
」　

毛
呂
山
町
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
講
義 

二
〇
一
五
年
六
月
一
六
日

「
日
本
の
木
彫
像
の
樹
種
を
め
ぐ
っ
て
」　

浅
草
寺
仏
教
文
化
講
座 

二
〇
一
八
年
八
月
二
四
日

「
静
岡
・
南
禅
寺
の
彫
刻
を
め
ぐ
っ
て
」　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館 

二
〇
二
一
年
二
月
二
一
日

「
遠
州
地
域
へ
の
定
朝
様
式
の
伝
播
を
め
ぐ
っ
て
」　

浜
松
市
美
術
館
特
別
展
記
念
講
演
会 

二
〇
二
一
年
三
月
二
七
日

「
千
代
田
の
御
仏
（
み
ほ
と
け
）
た
ち
―
光
恩
寺
と
宝
林
寺
の
仏
像
を
め
ぐ
っ
て
―
」　

千
代
田
町 

二
〇
二
二
年
六
月
四
日

「
京
都
・
因
幡
堂
薬
師
如
来
立
像
（
因
幡
薬
師
）
の
造
像
背
景
を
め
ぐ
っ
て
」　

芸
術
学
特
別
講
座　

東
京
藝
術
大
学

 

二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
八
日
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「
常
光
寺
・
木
造
阿
弥
陀
如
来
像
に
つ
い
て
」　

館
林
市 

二
〇
二
三
年
三
月
一
一
日

「
龍
蔵
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
の
造
像
背
景
」　

龍
蔵
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像
修
理
報
告
会 

二
〇
二
三
年
一
〇
月
一
四
日

「
日
本
の
木
彫
像
の
樹
種
を
め
ぐ
っ
て
―
ク
ス
ノ
キ
・
カ
ヤ
・
ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
―
」　

三
井
記
念
美
術
館
特
別
講
演
会

 

二
〇
二
五
年
三
月
一
五
日

「
深
大
寺
元
三
大
師
像
の
造
像
背
景
を
め
ぐ
っ
て
」　

深
大
寺
・
調
布
市
郷
土
博
物
館 

二
〇
二
五
年
五
月
一
六
日

〇
教
養
講
座

「
渡
岸
寺
観
音
堂
所
在　

向
源
寺
蔵
十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
と
初
期
一
木
彫
」　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
横
浜

 

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
二
九
日

「M
A

D
E　

IN

　

JA
PA

N

の
仏
像
」
全
六
回　

成
城
学
び
の
森
二
〇
一
〇
年
度
秋
冬
講
座 

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
〜
一
一
月

「
端
厳
な
る
仏
た
ち
―
古
代
金
銅
仏
の
世
界
―
」
全
六
回　

成
城
学
び
の
森
二
〇
一
三
年
度
秋
冬
講
座

 

二
〇
一
三
年
一
〇
月
〜
一
一
月

「
仏
像
彫
刻
の
見
方　

一
木
彫
像
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」　

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
・
横
浜 

二
〇
一
五
年
六
月
八
日

「
仏
像
の
技
法
と
歴
史
」　

洗
足
区
民
セ
ン
タ
ー
土
曜
文
化
講
座 

二
〇
一
三
年
一
一
月
一
九
日

「
一
木
彫
像
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」　

洗
足
区
民
セ
ン
タ
ー
土
曜
文
化
講
座 

二
〇
一
四
年
一
月
一
一
日

「
一
木
造
り
か
ら
寄
木
造
り
へ
」　

洗
足
区
民
セ
ン
タ
ー
土
曜
文
化
講
座 

二
〇
一
五
年
七
月
一
一
日

「
玉
眼
像
の
出
現
」　

洗
足
区
民
セ
ン
タ
ー
土
曜
文
化
講
座 

二
〇
一
六
年
一
〇
月
八
日

「
日
本
彫
刻
史
入
門
」
全
一
二
回　

か
わ
さ
き
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
二
〇
一
八
年
度
前
期 

二
〇
一
八
年
五
月
〜
七
月
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「
日
本
に
お
け
る
木
彫
像
の
展
開
」
全
一
二
回　

か
わ
さ
き
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
二
〇
二
四
年
度
前
期 

二
〇
二
四
年
四
月
〜
九
月

「
日
本
に
お
け
る
木
彫
像
の
展
開
」
全
一
〇
回　

か
わ
さ
き
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
二
〇
二
五
年
度
前
期 

二
〇
二
五
年
四
月
〜
八
月

〇
そ
の
他

「
口
絵
解
説
・
京
都
妙
法
院
の
風
神
・
雷
神
像
」　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
四
二
一
号 

一
九
八
六
年
四
月

「
日
本
に
お
け
る
釈
迦
像
造
立
の
諸
相
」　
『
仏
教
通
信
』
第
二
号　

青
山
・
高
徳
寺 

一
九
九
四
年
一
月

「
日
本
に
お
け
る
阿
弥
陀
信
仰
と
造
像
の
展
開
」　
『
仏
教
通
信
』
第
四
号
・
第
六
号　

青
山
・
高
徳
寺

 

一
九
九
五
年
一
月
・
一
九
九
六
年
一
月

「
ギ
リ
シ
ア
彫
刻
憧
憬
の
旅
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
六
〇
号
・
五
六
一
号 

一
九
九
四
年
一
月
・
二
月

「
国
宝　

平
等
院
展
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
六
〇
号 

二
〇
〇
〇
年
五
月

「
平
等
院
・
雲
中
供
養
菩
薩
」　
『
国
立
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
六
三
七
号 

二
〇
〇
〇
年
六
月

「
東
京
国
立
博
物
館
特
集
陳
列　

キ
リ
シ
タ
ン
関
係
遺
品
」　
『
文
化
庁
月
報
』
三
八
七
号 

二
〇
〇
〇
年
一
二
月

「
弘
法
大
師
入
唐
一
二
〇
〇
年
記
念
「
空
海
と
高
野
山
」」　
『
文
化
庁
月
報
』
四
三
六
号 

二
〇
〇
四
年
三
月

「
東
京
国
立
博
物
館　

特
集
陳
列　

康
円
作
文
殊
五
尊
像
」　
『
文
化
庁
月
報
』
四
一
四
号 

二
〇
〇
五
年
三
月

「
璉
珹
寺
観
音
菩
薩
立
像
の
ご
出
展
に
寄
せ
て
」　
『
璉
珹
寺
通
信
』
三
号 

二
〇
〇
五
年
一
一
月

「
表
紙
解
説　

釈
迦
如
来
坐
像
」　
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
六
〇
七
号 

二
〇
〇
七
年
四
月

「
仏
像
の
衣
文
表
現
」　
『
文
化
庁
月
報
』
四
六
九
号 

二
〇
〇
七
年
一
〇
月

「
仏
像
の
材
料
」　
『
文
化
庁
月
報
』
四
八
七
号 

二
〇
〇
九
年
四
月
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「
日
本
人
の
美
術
認
識
と
教
科
書
」　
『
成
城
教
育
』
一
四
九
号 

二
〇
一
〇
年
九
月

「
書
評　

清
水
眞
澄
著
『
よ
く
わ
か
る
仏
像
の
す
べ
て
』」　
『
成
城
教
育
』
一
五
二
号 

二
〇
一
一
年
六
月

「
県
宝 
如
意
輪
観
音
坐
像
を
め
ぐ
っ
て
」　
『
牛
伏
寺
だ
よ
り
』
二
一
号 

二
〇
一
二
年
七
月

「
平
安
時
代
初
期
一
木
彫
像
の
樹
種　

日
本
で
は
ビ
ャ
ク
ダ
ン
の
代
用
材
と
し
て
カ
ヤ
を
使
用
」

　
『
グ
リ
ー
ン
・
パ
ワ
ー
』
四
四
二
号 

二
〇
一
五
年
一
〇
月

「
牛
伏
寺
に
寄
せ
て
（
教
育
研
究
所
報
）」　
『
成
城
教
育
』
一
七
〇
号 

二
〇
一
五
年
一
二
月

「
仏
像
と
人
の
関
わ
り
」　
『
民
俗
学
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
』
一
二
二
号 

一
〇
一
八
年
一
〇
月

「
東
京
国
立
博
物
館
の
「
唐
招
提
寺
展
」
を
め
ぐ
っ
て
」

　
『
唐
招
提
寺
金
堂
平
成
大
修
理
記
念　

国
宝
鑑
真
和
上
展　

十
年
の
記
録
』　

唐
招
提
寺 

二
〇
一
八
年
一
一
月

「
第
一
四
九
号
「
特
集　

成
城
の
造
形
美
術
教
育
」
を
読
ん
で
（『
成
城
教
育
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
読
ん
で
）」

　
『
成
城
教
育
』
一
八
三
号 

二
〇
一
九
年
三
月

「
日
本
の
木
彫
像
の
樹
種
を
め
ぐ
っ
て
」　
『
浅
草
寺
佛
教
文
化
講
座　

第
六
三
集
（
平
成
三
〇
年
度
）』 

二
〇
一
九
年
八
月

「
飛
鳥
時
代
の
木
彫
像
に
関
す
る
一
視
点
」　
『
民
俗
学
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
』
一
二
六
号 

二
〇
一
九
年
一
〇
月

「
特
集
に
寄
せ
て
」　
『
成
城
教
育
』
一
九
一
号
（
特
集
「
成
城
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」） 

二
〇
二
一
年
六
月

第
五
章
第
六
節
「
三　

特
別
展　

国
宝　

醍
醐
寺
展
山
か
ら
お
り
た
本
尊
」「
四　

金
堂
平
成
大
修
理
記
念
「
唐
招
提
寺
展　

 

国
宝
鑑
真
和
上
と
廬
舎
那
仏
」」　
『
東
京
国
立
博
物
館
百
五
十
年
史
』　

東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
二
三
年
九
月

「
相
澤
正
彦
教
授
の
退
任
に
寄
せ
て
」　
『
美
學
美
術
史
論
集
』
二
三 

二
〇
二
四
年
三
月

「
森
俊
二
先
生
の
退
任
に
寄
せ
て
」　
『
成
城
大
学
共
通
教
育
論
集
』
一
六 

二
〇
二
四
年
三
月
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「
地
方
所
在
の
仏
像
を
め
ぐ
っ
て
」『
民
俗
学
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
』
一
五
一
号 

二
〇
二
六
年
一
月

〇
学
内
研
究
費
に
よ
る
調
査
研
究

「
止
利
仏
師
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
）　

成
城
大
学
特
別
研
究
助
成 

二
〇
一
二
年
度
・
二
〇
一
三
年
度

「
仏
教
受
容
国
に
お
け
る
仏
像
の
尊
容
表
現
に
関
す
る
比
較
研
究
」　

教
員
研
修 

二
〇
一
四
年
度

「
受
領
層
の
造
像
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
）　

成
城
大
学
特
別
研
究
助
成 

二
〇
一
五
年
度
・
二
〇
一
六
年
度

「
造
像
説
話
に
お
け
る
史
実
性
を
め
ぐ
る
基
礎
的
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
）　

成
城
大
学
特
別
研
究
助
成

 

二
〇
一
七
年
度
・
二
〇
一
八
年
度

「
仏
師
の
成
立
と
展
開
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
）　

成
城
大
学
特
別
研
究
助
成

 

二
〇
一
九
年
度
・
二
〇
二
〇
年
度

「
日
本
に
お
け
る
木
彫
像
制
作
の
成
立
と
展
開
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
研
究
」　

教
員
研
修 

二
〇
二
一
年
度

「
日
本
古
代
に
お
け
る
弥
勒
信
仰
と
造
像
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
）　

成
城
大
学
特
別
研
究
助
成

 

二
〇
二
二
年
度
・
二
〇
二
三
年
度

「
日
本
に
お
け
る
地
蔵
信
仰
と
造
像
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
）　

成
城
大
学
特
別
研
究
助
成

 

二
〇
二
四
年
度
・
二
〇
二
五
年
度
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〇
外
部
研
究
費
に
よ
る
調
査
研
究

「
四
十
八
体
仏
の
彫
刻
史
的
・
保
存
科
学
的
調
査
と
そ
の
基
礎
的
研
究
」（
研
究
分
担
者
）　

科
学
研
究
費
総
合
研
究
（
Ａ
）

 

一
九
八
六
年
度
〜
一
九
八
八
年
度

「
東
北
地
方
彫
刻
の
基
礎
的
調
査
研
究
」（
研
究
分
担
者
）　

科
学
研
究
費
総
合
研
究
（
Ａ
） 

一
九
八
六
年
度
〜
一
九
八
七
年
度

「
8
・
9
世
紀
木
彫
像
の
構
造
的
理
解
と
解
釈
学
の
構
築
」（
研
究
分
担
者
）　

科
学
研
究
費
一
般
研
究
（
Ｃ
）

 

一
九
九
四
年
度
・
一
九
九
五
年
度

「
日
本
に
お
け
る
檀
像
理
解
の
変
遷
」（
研
究
代
表
者
）　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
東
洋
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー
美
術
振
興
基
金

 

一
九
九
五
年
度

「
七
〜
九
世
紀
木
彫
像
に
お
け
る
材
質
選
択
と
そ
の
変
遷
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
研
究
」（
研
究
分
担
者
）

　

ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
に
よ
る
研
究
助
成 

一
九
九
六
年
度

「
中
尊
寺
を
中
心
と
す
る
奥
州
藤
原
文
化
圏
の
美
術
工
芸
品
に
関
す
る
総
合
的
調
査
研
究
」（
研
究
分
担
者
）

　

科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ａ
1
） 

一
九
九
六
年
度
〜
一
九
九
八
年
度

「
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
中
国
系
木
彫
像
の
再
検
討
」（
研
究
代
表
者
）

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
東
洋
美
術
研
究
セ
ン
タ
ー
美
術
振
興
基 

一
九
九
九
年
度

「
日
本
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
研
究
分
担
者
）　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）

 

一
九
九
九
年
度
〜
二
〇
〇
二
年
度

「
法
隆
寺
献
納
宝
物
と
正
倉
院
宝
物
の
源
流
に
関
す
る
調
査
研
究
―
韓
国
所
在
の
彫
刻
・
工
芸
作
品
を
中
心
に
―
」（
研
究
分
担
者
）

　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
2
） 

一
九
九
九
年
度
〜
二
〇
〇
一
年
度
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「
中
尊
寺
を
中
心
と
す
る
奥
州
藤
原
文
化
圏
の
宗
教
彫
像
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
研
究
分
担
者
）　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）

 

二
〇
〇
〇
年
度
〜
二
〇
〇
二
年
度

「
法
隆
寺
宝
物
館
と
正
倉
院
宝
物
の
源
流
に
関
す
る
調
査
研
究
―
韓
国
所
材
の
彫
刻
・
工
芸
作
品
を
中
心
に
―
」（
研
究
分
担
者
）

　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
2
） 

二
〇
〇
二
年
度
〜
二
〇
〇
三
年
度

「
平
安
・
鎌
倉
時
代
彫
刻
作
品
の
賦
彩
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
研
究
分
担
者
）　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

 

二
〇
〇
二
年
度
〜
二
〇
〇
五
年
度

「
日
本
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
研
究
分
担
者
）　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

 

二
〇
〇
三
年
度
〜
二
〇
〇
六
年
度

「
奥
州
仏
教
文
化
圏
に
遺
る
宗
教
彫
像
の
基
礎
的
調
査
研
究
」（
研
究
分
担
者
）　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）

 

二
〇
〇
三
年
度
〜
二
〇
〇
五
年
度

「
東
日
本
に
分
布
す
る
宗
教
彫
像
の
基
礎
的
調
査
研
究
―
古
代
か
ら
中
世
へ
の
変
容
を
軸
に
」（
研
究
分
担
者
）

　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
） 

二
〇
〇
六
年
度
〜
二
〇
〇
八
年
度

「
日
本
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
研
究
分
担
者
）　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

 

二
〇
〇
七
年
度
〜
二
〇
一
〇
年
度

「
江
戸
初
期
彫
刻
基
準
作
の
顕
彰
と
保
存
」（
研
究
分
担
者
）　

文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助
成
財
団 

二
〇
〇
八
年
度

「
生
身
と
霊
験
―
宗
教
的
意
味
を
踏
ま
え
た
仏
像
の
基
礎
的
調
査
研
究
」（
研
究
分
担
者
）　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）

 

二
〇
一
一
年
度
〜
二
〇
一
四
年
度
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「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
）　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

 

二
〇
一
二
年
度
〜
二
〇
一
六
年
度

「
三
次
元
デ
ー
タ
に
基
づ
く
文
化
財
研
究
と
新
展
示
手
法
の
開
発
―
興
福
寺
国
宝
阿
修
羅
像
を
中
心
に
―
」（
研
究
分
担
者
） 

　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
） 

二
〇
一
二
年
度
〜
二
〇
一
五
年
度

「
創
建
期
長
谷
寺
の
十
一
面
観
音
像
に
関
す
る
基
礎
的
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
）

　

出
光
文
化
福
祉
財
団
調
査
・
研
究
補
助
事
業
助
成 

二
〇
一
二
年
度
・
二
〇
一
三
年
度

「
仏
像
の
表
象
機
能
に
関
わ
る
総
合
的
調
査
研
究
―
空
間
・
荘
厳
・
胎
内
に
着
目
し
て
」　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ａ
）

 

二
〇
一
六
年
度
〜
二
〇
二
〇
年
度

「
弥
勒
造
像
史
に
お
け
る
「
間

－

世
界
性
」
表
現
の
系
譜
」　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
） 

二
〇
一
七
年
度
〜
二
〇
二
一
年
度

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
）　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

 

二
〇
一
八
年
度
〜
二
〇
二
一
年
度

「
能
狂
言
面
の
制
作
年
代
お
よ
び
作
者
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」（
研
究
分
担
者
）　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
）

 

二
〇
一
九
年
度
〜
二
〇
二
三
年
度

「
西
多
摩
地
区
仏
像
調
査
」　

東
京
都
教
育
委
員
会 

二
〇
二
二
年
度
〜
二
〇
二
四
年
度

「
東
ア
ジ
ア
及
び
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
木
彫
像
の
樹
種
と
用
材
観
に
関
す
る
調
査
研
究
」（
研
究
代
表
者
）

　

科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｂ
） 

二
〇
二
二
年
度
〜
二
〇
二
五
年
度


